
５日（木）午後４時頃、広瀬町のガソリンスタンドエネオスの店員さんから学校にこん

な電話がありました。「店の前の道路にゴミ収集車が紙のゴミを大量に落として行った。

ゴミは、風に舞いながら、散乱して広がっていく。そこへ、広瀬小学校の児童が３人通り

がかり、ゴミを拾い始めた。私たちも一緒にゴミを集め、パトカーの警察官も出動してき

た。最初にゴミを拾い始めたのが、お宅の学校の子どもさんでした。機会があれば、褒め

てやっていただきたい。」午後５時ごろには、ゴミを落とした業者の方が学校に来られ、

拾ってくれた子どもたちに何度も感謝の言葉言われ、帰っていかれました。

次の日、６年担任からゴミを拾ったのは、花田君、萩原君、重藤君の三人と連絡があり

ました。三人は、学級の子どもたちの前で大いに褒めてもらったそうです。

学 校 協 力 者 会 議 の 報 告

５日午後に第１回目の学校協力者会議を開きました。学校側から学校経営計画を説明し、

委員のみなさまにご意見・ご感想をいただきました。とても貴重なご意見をいただき、感

謝いたしております。ありがとうございました。

学校では、できる所から取り組んでいきたいと考えています。下記の内容は、委員さん

のご意見の一部です。

【学校だより】

学校だよりを保護者以外のわたしたちにも読ませてもらっているが、学校の様子につい

てよく分かるので、今後も続けてもらいたい。特に子どもたちの活動している写真は、よ

いと思う。ただ、今月の生活目標については、活字が小さく読みづらかった。

【運動会】

運動場いっぱいを使った広瀬ソーランはとてもよかった。運動会のプログラムを余分に

刷っておいて、当日飛び入りで来られた方に渡してほしかった。

【あいさつ】

家庭の中での挨拶は、とても大切だと思う。「ただいま」「おかえり」の後に、子どもた

ちが学校でのことについて話ができる時間を保護者にとってもらいたい。

【見守り活動】

広島県警察本部に広瀬小学校区の子どもの見守り活動が評価され、県内で５つの地域に

指定されるモデル地域となった。そのことで、見守りに必要なグッズを支給されることに

なった。また、６月１３日（金）１０時より子どもの見守りについての講習会を広瀬小学

校体育館で行うこととなった。保護者もぜひ参加してもらいたい。

【協力者会議】

今回の学校協力者会議には、全教員が参加されていることに感激している。学校は、校長

先生を中心に全教職員で協力しながら運営されている。学校が、校長先生のもと一つにま

とまっていることがよく分かった。
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